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行動計量学会事始め 
柏木 繁男 

 行動計量学会退会後，随分長い事になってしま

いました．そのような私に名誉会員をお与え頂き，

驚きと共に大変光栄に思っています． 

 亡くなられた大学入試センター柳井晴夫名誉教

授が，当時，私の勤めていた日本国有鉄道労働科

学研究室においでになり，日本でもアメリカの

Psychometric Societyのようなものを作りたいが，

協力して欲しいと相談に見えました．第１回目は

どこでどうやったのか記憶はありませんが，その

後，統計数理研究所の当時の林知己夫所長先生の

ところへ柳井先生と相談に出かけたことは憶えて

います．以後，柳井先生と林先生との協議が何度

か進められ，目的の学会が成立したように思いま

す．しかし，当時私は，一年に２００日程の出張

などがあり，お二人とご一緒する事は殆どありま

せんでした． 

 ただ，なぜ行動計量学会という学会名になった

のかは知っています．既に亡くなられたアイオア

大学のノヴィック教授が来日された時です．林先

生のご尽力で資金を捻出して頂いたこともあり，

ノヴィック教授とご一緒に昔の麻布にあった統計

数理研究所に赴きました．そこに，たまたま柳井

先生が居られたのです．なにをやっておられるの

かと思ったら，新しい学会名をどうつけたらよい

か，ということでした．ノヴィック教授にそのこ

とを告げると大変興味を示され，柳井先生の３つ

程の提案をチエックしてくださいました．アメリ

カと同じPsychometric Societyには不賛成でし

た．柳井先生もそれには賛成で，Behaviormetric 

Societyではどうか，と提案されたのです．ノヴ

ィック教授はしばらく口をモグモグさせながら，

一寸アメリカ人には発音し難いが，まあよいでは

ないか，ということで決定したのです． 

 私自身，行動計量学会には余り熱心ではなく，

何となく色々な方の発表を聞きにでかける程度で

した．その後，アメリカ留学から多くの秀才が，

主観確率などベーズ統計学的概念を学んで来られ，

日本の心理統計学も盛り上がり始めたように思い

ます．また，カナダに留まって名を挙げられたト

ロント大学西里静彦名誉教授とマッギール大学高

根芳雄教授，それにアメリカのテネシー大学鮫島

史子名誉教授は欧米でも大変知名度の高い心理統

計学者です． 

 最後に特記すべきは，行動計量学会に大阪大学

丘本正名誉教授が会員として参加されたことでは

ないか，と思っています．狭い心理統計学的見解

に，より広い多変量統計学的見解の導入に尽力さ

れたからです．短時日の滞日ながら，ノヴィック

教授もスウエーデンのウプサラ大学のジョレスコ

ッグ教授も丘本先生の造詣の深さに感銘を受けら

れたことからも分かります． 

（かしわぎ・しげお，日本行動計量学会名誉会員） 

柏木 繁男（かしわぎ・しげお）

千葉大学名誉教授 

1954年東京大学文学部心理学科卒業

日本国有鉄道，東洋大学教授，千葉

大学教授，城西国際大学教授を歴任． 
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学会役員（2015-2018） 

・学会誌編集委員会 

委員長：岡太 彬訓 

和文誌編集委員会 

委員長：星野 崇宏 

副委員長：松本 渉 

委員： 

石井 秀宗  石岡 恒憲  稲水 伸行 

大久保 智哉 岡田 謙介  奥瀬 喜之 

尾崎 幸謙  勝又 壮太郎 黒木 学 

小林 哲郎  坂本 亘   鈴木 督久 

鶴見 裕之  中井 美樹  羽鳥 剛史 

林 文    藤田 泰昌  三輪 哲 

本村 陽一  栁原 宏和  山岡 和枝 

吉野 諒三 

欧文誌編集委員会 

委員長：植野 真臣 

委員： 

麻生 英樹  足立 浩平   大野 優子 

大津 起夫  小笠原 春彦  加藤 健太郎 

狩野 裕   木村 邦博   金 明哲 

坂本 亘   高根 芳雄   鄭 躍軍 

橋本 貴充  星野 崇宏   水田 正弘 

宮崎 康夫  村上 隆    村木 英治 

宿久 洋   吉野 諒三 

Russell ALMOND 

Daniel BAIER 

Ulf BÖCKENHOLT 

Giuseppe BOVE 

Hamparsum BOZDOGAN 

Hua-hua CHANG 

Reinhold DECKER 

Wolfgang GAUL 

Zhi GENG 

Willem J. HEISER 

Brian W. JUNKER 

Pieter KROONENBERG 

Soon-Mook LEE 

Chao-Lin LIU 

Jacqueline J. MEULMAN 

Nickolay TRENDAFILOV 

Michel VAN DE VELDEN 

Maurizio VICHI 

 

・運営委員会 

委員長：大森 拓哉  

委員： 

岡太 彬訓  岡田 謙介  清水 昌平 

荘島 宏二郎 芳賀 麻誉美  橋本 貴充 

松田 いづみ 森 一将   森本 栄一 

山田 剛史  山本 倫生  横山 暁 

若山 大樹 

 

・広報委員会 

委員長：中山 厚穂 

会報小委員会 

副委員長：尾崎 幸謙 

委員： 

阿部 貴人  上野 雄史  宇佐美 慧 

江口 幸治  木村 邦博  川端 一光 

清水 裕士  鶴見 裕之  朴 堯星 

藤田 泰昌  山本 倫生 

インターネット小委員会 

副委員長： 齋藤 朗宏 

委員： 

飯塚 誠也  小杉 考司  橋本 貴充 

福中 公輔  宮崎 慧   横山 暁 

相談役： 

松本 渉 

  

・組織検討委員会 

委員長：林 文 

副委員長：椎名 久美子 

委員： 

吉野 諒三  山岡 和枝  鄭 躍軍 

橋本 貴充 

 

・大会担当委員会 

委員長：松本 渉 

副委員長：尾崎 幸謙 

委員： 

上野 雄史  大森 拓哉  中井 美樹 

中村 永友  中山 厚穂  藤井 誠二 

星野 崇宏  森 裕一   横山 暁 
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・資料アーカイブス委員会 

委員長：吉野 諒三 

副委員長：朴 堯星 

委員： 

林 文    森本 栄一  松本 渉 

中山 厚穂  角田 弘子 

 

・柳井レクチャー委員会 

委員長：岩崎 学 

副委員長：吉野 諒三 林 文 山岡 和枝 

 

・事務局 

菊地 賢一 （事務局長） 

椎名 久美子（副事務局長・会計担当） 

大森 拓哉 （副事務局長） 

橋本 貴充 （理事会担当） 

 

新担当理事ご挨拶 

学会賞担当理事 

この度，同志社大学の鄭躍軍先生の後任として

学会賞担当理事をお引き受けすることになりまし

た．本学会では毎年，功績賞，優秀賞，奨励賞，

出版賞の4つを授賞しております．学会賞選考委

員会の公平な審査を支援するとともに，受賞なさ

る皆様に円滑な連絡を行うことが私の役目と心得

ております．会員の皆様のご活躍が正当に評価さ

れ，活動の動機づけとなるためのお手伝いを少し

でもできれば幸いです．ご自身も受賞経験のおあ

りになる先輩方に比べ，微々たる業績しかなく，

至らぬことばかりの私が，このような大役をお引

き受けするのは大変お恥ずかしいのですが，精一

杯務めを果たす所存ですので，何卒よろしくお願

いいたします． 

橋本 貴充(はしもと・たかみつ)

大学入試センター研究開発部助

教 

電気通信大学大学院情報システム学研

究科博士後期課程修了．博士 (工学).大

学入試センター助手を経て，2007 年 4

月より現職． 

 

運営委員会より 

第100回行動計量シンポジウム 

岡太 彬訓（多摩大学） 

2015年1月25日(日）に，同志社大学室町キャ

ンパス寒梅館ハーディーホールにおいて，上記タ

イトルの第100回行動計量シンポジウムを開催い

たしました．従来からリスク学の基礎となってい

る確率論とリスク学の関係が，リスクの性質の変

化に伴って変化していること，また，その変化は

末梢的なものではなく本質的なものであることを

テーマに，不確実性下の意思決定，社会的意思決

定，放射線リスク，大震災福島原発事故にみるよ

うな低頻度・巨大損失のリスク事象の分析という

多用な側面をとりあげ，大変意義深く，中身の濃

い議論を含むシンポジウムとなりました（参加者

は総計52名）． 

なお，本シンポジウムをもとに「行動計量学」

での特集が予定されていますので，ご期待頂きた

いと思います． 

講演者とタイトルは次の通りです． 

テーマ： 確率論とリスク論の悩ましき関係 

日 時：2015年1月25日(日）13:00～17:00 

場 所： 同志社大学寒梅館ハーディーホール (室

町キャンパス) 

主 催： 日本行動計量学会 

共 催： 日本社会心理学会，日本心理学会，日本

テスト学会，日本統計学会，日本放射線影響学会，

日本リスク研究学会 

プログラム：発表者とタイトル 

(1)木下冨雄 (国際高等研究所)：確率論とリス

ク論の狭間で 

(2)椿広計 (統計数理研究所・リスク解析戦略研

究センター) : 多様なステークホルダーが存在す

る社会のリスクに基づく意思決定について 

(3)柴田義貞 (福島県立医大) : 放射線リスク

―確定的影響と確率的影響 

(4)池田三郎 (筑波大学名誉教授) :「低頻度・

高損失事象」に係わるリスク分析の課題 

討論者: 繁桝算男 (帝京大学) 

司会: 岡太彬訓 (多摩大学) 
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第17回 春の合宿セミナーの開催報告 

星野崇宏（慶應義塾大学） 

 

第17 回春の合宿セミナーを，2015 年 3 月7

日，8 日の両日に，東京大学駒場 Iキャンパスに

おいて開催した．具体的なプログラムは以下の通

りであった． 

 

第一日目（3月7日） 

10時20分～10時30分 開会・オリエンテーシ

ョン 

開会後～12時30分 

・【基調講演】行動計量学と統計的機械学習：Deep 

Learning による深層表現学習を中心に 

麻生英樹先生（産業技術総合研究所） 

13時30分～17時45分 

・データ解析のための統計モデリング入門 

久保拓弥先生（北海道大学） 

・欠測データ解析入門 

高井啓二先生（関西大学） 

第二日目（3月8日） 

10時30分～12時30分，13時30分～15時 

・状態空間モデルによる時系列解析の統一的理解

と応用 

猪狩良介先生（ビデオリサーチ） 

・行動計量学のためのベイズ推定におけるモデル

選択・評価 

岡田謙介先生（専修大学） 

15時15分～18時15分 

・消費者調査手法の新展開 －リサーチという経験

のデザイン－ 

小野滋先生（インサイト・ファクトリー） 

・クラスタリング・セグメンテーションとその応

用 

中山厚穂先生（首都大学東京） 

 

今回の参加者は203名であり，その内訳は，会

員 72 名，準会員 3 名，賛助企業 7 名，非会員一

般83名，非会員学生38名であった． 

また一日目のセミナー終了後に開催された懇親

会には 79 名の参加を頂き，大変盛会であった．

講師の先生方も参加されたため，参加者は講演時

間内では聞けなかった疑問点を講師に直接聞くこ

とができた，と大変好評であった． 

二日目は日本統計学会春季集会と重なり，天候

にも恵まれなかったが，結果として大勢の方に参

加頂けたのは，内容を例年のセミナーよりもやや

高度に設定したことで，教科書やネット上の資料

ではわからない先端的あるいは実践的な内容を学

習したいというニーズにマッチしたためと思われ

る． 

合宿形式にできなかったことは残念であったが，

結果としては会員には先端的な学術知識を提供す

る場となり，非会員には行動計量学の魅力を伝え

ることができ，日本行動計量学会のプレゼンスを

十分に示せたと思われる． 

当日の Twitter の盛り上がり（講演内容だけで

はなく事前に知っていたら参加したかった等）を

見ると，来年度への課題としては学会として何ら

かの形で SNS などを利用して事前の内容告知を

行うということが挙げられるだろう． 

また今回のセミナーを機会に大勢の方に学会に

入会頂くことができたことも申し添えておきたい． 

 

第17回春の合宿セミナーに参加して 

飯塚久哲（株式会社東急エージェンシー） 

 

 ビッグデータの利活用が企業の経営課題の一つ

といわれるようになって久しいですが，IoT に代

表されるようなデバイスやテクノロジーの進化に

よって企業が扱える（扱わなければならない）デ

ータはさらに増加していきます．その結果として，

「さまざまなデータを活用し，いかにビジネスに

役立てるか」という経営課題は今後ますます重要

度を増していくことと思います． 

 当然，各企業各部署各担当者によってビッグデ

ータのビジネスへの活用ニーズはさまざまです．

例えば， 

・モデルのメカニズム自体はブラックボックスで

もよいので，高い予測精度を追求し販売ロスの

最小化や売り上げの最大化に役立てたい． 

・消費者の購買行動のメカニズムを十分に反映さ

せたモデリングから，消費者行動のストーリー

を理解した上でのマーケティング施策を実行
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したい． 

といったニーズや課題が考えられます．そして，

上記の課題に対しても，さまざまな統計的なアプ

ローチが考えられます． 

 今回の春セミでは，麻生先生の基調講演「行動

計量学と統計的機械学習」，久保先生の「データ解

析のための統計モデリング入門」，猪狩先生の「状

態空間モデルによる時系列解析の統一的理解と応

用」，中山先生の「クラスタリング・セグメンテー

ションとその応用」に参加させていただきました．

私の日頃の不勉強のせいで，残念ながら先生方の

ご高話を十分に理解することはできませんでした．

それでも，すばらしいご講演やご講義を通して，

最近特にホットなメソドロジーに対する全体観を

得ることができたように思います． 

 思い返すと，私が春セミに初めて参加させてい

ただいたのは愛知学院大学で開催された 2000 年

（第３回）でした．狩野裕先生の「共分散構造分

析は，パス解析，因子分析，分散分析のすべてに

とって代わるのか？」というとても刺激的なご講

演を拝聴できたのは，当時学部生だった私が心理

統計学を学ぶ大きな契機の一つでした． 

今回の春セミでも，学びへの大きなモチベーシ

ョンとインスパイアを得ました．この知的興奮を

維持し，さらに自己を研鑽することによって前述

したようなクライアントが抱く高度な課題に対し

て，よりよいソリューションを提供できるように

していきたいと思います． 

飯塚 久哲(いいつか・ひさてつ) 

株式会社東急エージェンシー 

大学・大学院で心理統計学を専攻．

卒業後，食品メーカーで製品開発， 

マーケティングリサーチ会社でサー

ビス開発や CRM コンサルティング

に従事． 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長 

中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備 

引き続きWebページの整備を進めています．8

月7日には，「協賛イベント」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/event/index.html#kyosanの

更新を行いました．当該ページでは，事務局から

情報提供を受け，日本行動計量学会が協賛してい

る「協賛イベント」に関する情報を随時掲載して

います． 

 

メールニュースの配信 

 メールニュースの配信状況は下図の通りです．

上半期においては，前年度の配信数と同程度とな

っております．広報委員会では，会員に関係があ

ると思われるシンポジウム，セミナー，公募情報

(賛助会員企業の求人情報も含む)などの情報を含

め，会員の皆様から情報提を募集しております．

広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．第43回大会について

も，他学会のメーリングリストでの案内やWEB

での掲載を可能な限り行いました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 
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大会担当委員会より 

 
大会担当委員会委員長 

松本 渉（関西大学） 

 
大会担当委員会委員メンバーの紹介 

今期の大会担当委員会は，副委員長に尾崎幸謙

（筑波大学），委員に上野雄史（静岡県立大学），

大森拓哉（多摩大学），中井美樹（立命館大学），

中村永友（札幌学院大学），中山厚穂（首都大学東

京），藤井誠二（新潟県立大学），星野崇宏（慶應

義塾大学），森裕一（岡山理科大学），横山暁（帝

京大学）（以上，敬称略）となり，これに小生を含

め11名でスタートいたしました（2015年6月12

日理事会承認）． 

前号の会報にも記載いたしましたが，本委員会

の第一の業務は大会開催地の選定です．各地で開

催される大会の候補地を円滑に選定するため，地

域や分野を幅広く網羅できるような委員構成とし

ました． 

また，かつての大会担当委員会は，この開催候

補地の選定だけが業務となっていましたが，現在

の委員会には，大会運営支援業務と，大会をより

魅力的にする戦術を考える大会活性化戦略策定業

務の2点についても期待されています．そのため，

これまでの本学会または他学会でも学会開催業務

経験もある先生方にも委員として加わって頂きま

した． 

 

大会担当理事業務の兼任 

2015 年度第 2 回理事会議事録に「大会担当理

事の廃止（大会担当委員長が兼任）が提案され，

承認された」という記述があります．一般の会員

の方にはわかりにくいかもしれませんので説明い

たします． 

前期（2012-2014年度）の理事会において設立

された第2次学会活性化委員会において，学会大

会活性化へ向けての方策が示されました．そこで，

第 42 回大会では，その実現のために理事会と大

会実行委員会のリエゾン役の理事が置かれました．

大会担当委員会が実行委員会へ提供するマニュア

ルにも   

新しい企画の運営や継続事項などについて学会

と連携する「連絡役」が理事会から派遣されます． 

と記載されておりました．この「連絡役」（リエゾ

ン役）が前述の「大会担当理事」にあたります． 

ただ，大会担当委員会の他に大会担当理事が制

度として併存するのは混乱しますので，このたび

大会担当委員会の役割に吸収することになりまし

た． 

 

大会抄録集の掲載先 

国立情報学研究所電子図書館事業(NII-ELS)の

終了にともない，CiNii からの公開サービスが廃

止されました．そのため，本学会の大会抄録集に

ついてのオンライン上の掲載先は，これまで利用

してきたCiNiiから，J-STAGE（旧J-STAGE Lite）

へ移行することになりました．また，その作業に

ついては，国際文献社に依頼することになりまし

た． 
 

実行委員会への協力 

前号の会報にも記載しましたが，今期の大会担

当委員会は，各年度の開催校へ橋渡しを行いつつ，

大会開催の運営支援を行います． 

第43回大会についても，大会担当委員のうち，

上野雄史，尾崎幸謙，中村永友，中山厚穂，藤井

誠二，森裕一，松本渉（以上，敬称略）の7名の

委員が第 43 回大会の実行委員を兼任し当日の業

務を支援することといたしました．かろうじて大

会プログラムにはメンバーを掲載できましたが，

今年度は急ごしらえの協力体制ですので当日の支

援が主な業務になると思います． 

また，実行委員会への協力を行うと同時に，そ

の経験を踏まえて今後の大会開催における運用上

の工夫を見出したいと考えています．その意見交

換のために，大会期間中に対面での大会担当委員

会を開催する予定です． 

 

来年度の大会について 

 来年度の第44回大会は，2016年8月30日（火）

～9 月 2 日（金）に，札幌学院大学にて，中村永

友会員を実行委員長として開催される予定です． 

※ 会場の都合で日程は変わることがあります． 
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【シリーズ海外レポート⑪】 

灼熱のボローニャ 

～IFCS2015の報告と IFCS2017の紹介～ 

 山本 倫生 (京都大学大学院医学研究科) 

 

ボローニャ空港に降り立ったときに覚えた違和

感は，シャトルバスでボローニャ市街に向かい，

ボローニャ中央駅で下車したときには確信に変わ

っていた．とにかく暑いのである．実は昨年の同

じ時期（7 月）に国際計量生物学会の大会

（International Biometric Conference 2014）に

参加するために，近隣のフィレンツェを訪れてい

たのだが，夏であるので多少気温は高いもののす

ごしやすかった記憶があった．このフィレンツェ

での印象がいけなかったのか，到着早々にボロー

ニャの暑さにうんざりしてしまい，そのまま帰国

してしまいたい気持ちを抑えてホテルに向かった

のを今でもよく覚えている． 

 

【大会前日に立ち寄っていたベネチア．こちらも

陽射しが強く暑かった．】 

 

 国際分類学会連合（International Federation 

of Classification Society, IFCS）は2年ごとに国

際会議を開催しており，今年はイタリアのボロー

ニャにて開催された（IFCS2015）．滞在中，同じ

くIFCS2015に参加されていた中山厚穂広報委員

会委員長から海外レポートの作成を勧められたこ

ともあり，今回執筆させていただくこととなった．

乱筆乱文での紹介となり大変恐縮ではあるが，

IFCS の紹介や 2017 年に日本で開催予定の

IFCS2017 の紹介もかねて，IFCS2015 の報告を

させていただく． 

 

国際分類学会連合と日本分類学会 

 そもそも IFCS とは，各国，各地域の”分類”と

いう操作をテーマにもつ 17 の組織からなる連合

体の名称である．日本からは日本分類学会がメン

バー組織となっている．日本分類学会に入会して

1 年足らずの筆者がこれらの説明を行うのは大変

恐縮ではあるが，せっかくの機会なので紹介させ

ていただこう．IFCS とは，分類に関する研究の

推進を目的とした組織であり，2 年ごとに国際会

議を開催し， Journal of Classification と

Advances in Data Analysis and Classificationと

いう2つの学術雑誌の運営を支援している．IFCS

は 1985 年に設立され，行動計量学会の初代理事

長である林知己夫先生もその際にはご尽力された

ということもあり，実は行動計量学会ともかかわ

りの深い組織である． 

一方，日本分類学会では，毎年大会およびシン

ポジウムを開催し，さらに和文誌「データ分析の

理論と応用」の刊行を行っている．また，IFCS

の大会での日本分類学会の会員による企画セッシ

ョンの開催や，IFCS の運営する上記の雑誌への

論文の掲載などを通して，日本分類学会は“分類”

という1つのテーマを中心に活発な活動を行って

いる． 

 

 

【ボローニャ大学付近の様子．建物の外では至る

所で落書きが目に付いた．】 
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IFCS2015 

 7 月 5 日から 7 月 8 日まで 2015 年次の IFCS

の大会がイタリアのボローニャで開催された（5

日はworkshopのみ）．ボローニャはイタリア内の

高速道と鉄道が交差する地点に位置していること

から，工場や貿易業で栄えている都市である．ま

た，ボローニャ歴史地区はルネサンス，バロック

時代の重要な芸術作品を有しており，ヨーロッパ

有数の中世都市に数えられているようである．会

場はボローニャ大学であり，本大学は実は欧州最

古の大学という顔を持っている（現在の建物は当

時とは別の場所にあるが）． 

 

 

【欧州最古の大学の入り口．残念ながら，観覧時

間が終了しており，中を拝観することはかなわな

かった．】 

 

 

【ボローニャ発祥のボロネーゼ．店によってパス

タやソースの種類が異なっていた．】 

 

 

なお，ボローニャは美食の都として知られてい

るようだが，個人的にはフィレンツェや他の都市

に比べて特筆すべき点は少ないように感じた．た

だし，ボローニャはパスタソースとして有名なボ

ロネーゼの発祥の地であり，ボローニャで食べる

ボロネーゼには格別のものがあった．筆者は滞在

中，3 種類のボロネーゼを食したが，店によって

レシピが異なっており，どれも美味しかったこと

を付記しておく． 

 このままではボローニャの紹介で終了してしま

いそうであるが，そろそろ本題である IFCS2015

について報告させていただく．本大会は IFCS の

30周年記念大会ということもあり，オープニング

から様々なイベントが企画されていた．オープニ

ングセレモニー終了後，まずはメモリアルセッシ

ョンが行われ，これまで IFCS に貢献されてきた

方々の紹介と講演が行われた．日本からは矢島敬

二先生が H.-H.Bock 先生らと並んでご発表され

ていた． 

 

 
【IFCS30 周年記念セッションの様子．左から矢

島敬二氏，H.-H.Bock氏，Francesco Palumbo氏

（座長）．】 

 

 Keynote Speaker として，Robert Tibshirani

先生と Trevor Hastie 先生の Generalized 

Additive Model (GAM) に関する講演があった

（GAM の発表から 25 年を記念した講演であっ

た）．あいにくと Tibshirani 先生がお越しになれ

なかったということで，3時間をHastie先生がお

ひとりで発表されていた．Tibshirani 先生と
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Hastie先生の出会いから，Jerome H. Friedman

先生などいまや超大御所の方々の若かりし頃の写

真なども交えてご発表され，長時間の講演であっ

たにも関わらず，終始面白く拝聴させていただい

た．もちろん，講演内容自体も非常に興味深く，

GAM の研究から自然な流れでLasso につながっ

た講演はすばらしかった． 

 【企画セッションでの筆者の講演の様子．セッ

ションの熱気というよりも単に空調の問題で会場

が異常に暑かった．】 

 

 

【同企画セッションのオーガナイザーである

Michel van de Velden氏の講演の様子．手前に見

えるのは，同企画セッションの講演者の一人であ

ったHenk A.L. Kiers氏の後頭部．】 

 

IFCSでは5つのセッションが並行して行われ，

その数は国際学会としては多い方ではないが，そ

のすべてが“分類”という手法に関する話題であ

り，関連する研究者にとってはどのセッションも

興味を引くものが多いのが特徴であった．計 21

の企画セッションと5つの招待講演などからプロ

グラムが構成されており，筆者は「Joint 

Multivariate Data Reduction」というタイトルの

企画セッションに参加していた．内容は，次元縮

小とクラスター構造の推定の2つを目的とする手

法に関する話題で，筆者を含めた3人による講演

が行われた． 

 Social Programとして，ボローニャの郊外にあ

るPalazzo Albergati（Albergati家の宮殿）の見

学，および庭園での conference dinner が開催さ

れた．30周年記念のケーキなど，終始メモリアル

な行事が多かった大会であった． 

 

 

【Palazzo Albergati 内のガイド付きの見学の様

子．】 

 

 

【Palazzo Albergati の庭園での conference 

dinnerの様子．】 

 

20年ぶりの日本開催 

 2 年後の次回大会は日本分類学会が主体となっ

て東京で開催される予定である．実は約 20 年前

の 1996 年に IFCS が神戸で開催されており
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（IFCS96），IFCS2017は2回目の日本開催とな

る．IFCS96 開催にあたっての当時の諸先生方の

ご活躍については，日本分類学会の過去の会報で

報告がなされているので，是非ご一読いただきた

い（日本分類学会のwebサイトで過去の会報が公

開されている）．多くの国際学会が日本で開催され

ている現在と比べると，1996年当時の比較的大規

模な国際会議の準備や運営には，想像を絶する大

変さがあったように思う．2年後に IFCS2017を

迎えるに当たって，大会の成功を祈りつつ，大会

が盛り上がるためのせめてもの一助となるべく，

面白い発表が出来るように日々の研鑽に励む所存

である． 

山本倫生(やまもと・みちお) 

京都大学大学院医学研究科 

助教 

2013 年 3 月大阪大学大学院基礎

工学研究科博士課程修了．博士

（理学）．日本学術振興会特別研

究員（PD），京都大学大学院医学

研究科特定助教を経て2015年5月より現職． 

 

 

理事会議事録 

日本行動計量学会2014年度第6回理事会議事録 

 

日時：2015年3月16日（月）18:00～ 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 朝野煕彦，足立浩平，今泉忠，岩﨑学， 

大森拓哉，岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美子， 

繁桝算男，鈴木督久，中山厚穂，橋本貴充，林文， 

星野崇宏，松本渉，森裕一，山岡和枝（17名）， 

委任状 8名 

監事 村上隆 

陪席者 岡田謙介，尾碕幸謙，朴堯星 

 

資料 

1. 2014年度第3回理事会議事録案 

2. 2014年度第4回理事会議事録案 

3. 2014年度第5回理事会議事録案 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数25名（理事出席17名，

委任8名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

 

1. 2014年度第3回・第4回・第5回理事会議事

録確認および承認 

第3回，第4回，第5回理事会議事録が承認さ

れた． 

2. 各委員会報告・引き継ぎ 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，和文誌第42

巻第1号が発行準備中であり4月発行予定である

ことが報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，第18回春の合宿セミナーの開

催場所および実行委員長の募集の呼びかけがあっ

た． 

行動計量シンポジウムの開催回数を増加させる

ことが提案された． 

研究部会の新規募集がないことが報告され，応

募が呼びかけられた． 

第17回春の合宿セミナーについて，星野実行委

員長より報告があった． 

・広報委員会 

松本委員長より，インターネット関連の業務は

通常どおり行われていることが報告された． 

会報第144号の発行が遅れ，春の合宿セミナー

の告知が間に合わなかったことが報告され，対策

として国際文献社に発行日を伝えてもらうことが

提案された． 

会報第144号の広告に誤りがあったことが報告

され，再発防止策が議論された． 

・大会担当委員会 

森委員長より，今期の委員会で大会運営マニュ

アルの作成と大会Webサイトの整備ができたこと

が報告された． 

次回大会が首都大学東京で開催されることが報

告された． 

・刊行物委員会 

山岡委員長より，シリーズ 行動計量の科学 第

6巻 意思決定の処方が3月に出版されたことが報

告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入会・

種別変更の申請報告があり，承認された．また，

退会の報告があった． 
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日本行動計量学会2015年度理事当選人会合議事

録 

 

日時：2015年3月16日（月） 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 朝野煕彦，足立浩平，今泉忠，岩﨑学， 

大森拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，尾碕幸謙， 

菊地賢一，椎名久美子，繁桝算男，中山厚穂， 

朴堯星，橋本貴充，林文，星野崇宏，松本渉， 

森裕一，山岡和枝（19名），委任状 6名 

監事 村上隆 

 

資料 

1. 理事・監事当選人名簿 

 

議事 

1. 理事長選挙 

繁桝算男理事当選人が次期理事長に当選した． 

2. 追加理事候補者 

追加理事候補者の選出は，繁桝算男次期理事長

に一任された． 

3. その他 

 第1回理事会は平成27年4月に大学入試センタ

ーにて開催予定． 

 

日本行動計量学会2015年度第1回理事会議事録 

 

日時：2015年4月22日（水）18：00～19:10 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 繁桝算男理事長 

出席者 朝野煕彦，今泉忠，岩﨑学，植野真臣，

大森拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙，菊地賢一， 

椎名久美子，繁桝算男，中山厚穂，朴堯星， 

橋本貴充(書記)，林文，星野崇宏，森裕一（16名），

委任状 4名 

 

資料 

1. 第43回（2015年度）日本行動計量学会大会

実行委員会報告 

2. 2014年度学会業務委託契約書 

3. 2015年度学会業務委託契約書 

4. 価格改定の概算 

5. 「行動計量学」著作権譲渡 

6. Behaviormetrika Copyright Transfer 

Agreement 

7. 欧文誌編集委員会資料 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数17名（理事出席13名，

委任4名）を確認し，理事会が成立していること

が確認された．また，出席者全員が自己紹介を行

った． 

 

1. 第43回大会 

中尾大会実行委員長の代理として中山副委員長

より，資料1にもとづき，現在の進行状況が報告

された． 

ラウンドテーブルディスカッションの募集につ

いて，募集区分を追加するとシステムの追加費用

がかかること，そのため現在，メールにて募集を

行い，著作権譲渡書類は会員であっても原本を送

付するようにしていることが報告された．これに

ついて，システム上は特別セッションで募集を受

け付けることが可能ではないかという意見があり，

その可能性について実行委員会で検討することと

した． 

大会案内における発表の分類・方法の区分の妥

当性について質問があった．これについて，大会

のみならず，学会HP，および，会員名簿において

も分類・方法の区分を見直すべきではないかとい

う意見があった．また，最近の入会申込書にはこ

の区分の記入欄がないことが指摘され，現在の会

員の区分も遡及して更新し，データベース化する

ことが提案された．これらの議論を踏まえ，この

ためのWGを作ることなどの選択肢を考慮して次

の理事会にて対応を決定することとした． 

協賛企業の状況について質問があった．これに

ついて，現在2社から問い合わせがあり，5月か

ら応募を受け付ける予定であると回答があった． 

2. 委員長・担当理事・推薦理事の選任 

繁桝理事長より下記のとおりの人選が提案され，

承認された．今期は，名誉会員担当理事をおかず，

その役割を学会賞選考委員会に組み入れることと

なった．また，統計関連学会連合担当理事は1名

が決定せず，理事長に一任された． 

 

編集委員長     岡太彬訓 

欧文誌編集委員長  植野真臣 

和文誌編集委員長  星野崇宏 

運営委員長     大森拓哉 

広報委員長     中山厚穂 
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組織検討委員長   林文 

大会担当委員長   松本渉 

資料アーカイブス委員長     吉野諒三 

学会賞選考委員長  村上隆 

柳井レクチャー委員長  岩崎学 

事務局長      菊地賢一 

統計関連学会連合担当理事 岡太彬訓，

（1名未定） 

 

推薦理事の5名については，事務局から就任の

意思を確認することとなった． 

3. 事務局関連 

・菊地事務局長より，入会・種別変更の申請報

告があり，承認された．また，退会の報告が

あった． 

・菊地事務局長より，業務委託費の価格改定に

ついて，資料2，3，4にもとづき報告があり，

承認された． 

  契約を単年度ごとに見直す点について，疑

問が呈されたことを国際文献社に伝えること

になった． 

・菊地事務局長より，会報第144号の広告誤掲

載について，誤掲載となった1ページ分の広

告費を無料とし，国際文献社が無料とした費

用を負担することが報告された． 

・菊地事務局長より，著作権譲渡について，資

料5，6にもとづいて説明があり，「行動計量

学」，Behaviormetrika，大会抄録集の同一書

式の著作権譲渡契約書が承認された． 

4. その他 

・林前和文誌編集委員長より，第42巻1号の発

行が遅れていることが報告された． 

・植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづ

いて，現在の欧文誌の審査状況が報告された． 

・次回理事会は平成27年6月10日，11日，12

日のいずれかに開催することが決められ，事

務局で調整する．場所は大学入試センター3

階視聴覚室の予定である． 

 

日本行動計量学会2015年度第2回理事会議事録 

 

日時：2015年6月12日（金）18：00～20:20 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 繁桝算男理事長 

出席者 今泉忠，岩﨑学，植野真臣，大森拓哉，

岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美子，繁桝算男， 

中山厚穂，南風原朝和，朴堯星，橋本貴充（書記），

林文，星野崇宏，松本渉，本村陽一， 

森裕一（17名），委任状12名 

監事 村上隆 

陪席者 中尾啓子（第43回大会実行委員長） 

 

資料 

1. 2014年度第6回理事会議事録案 

2. 2015年度理事当選人会合議事録案 

3. 2015年度第1回理事会議事録案 

4. 第43回大会への協賛のお願い 

5. 第43回大会実行委員会報告 

6. 特別セッション・ラウンドテーブル企画情報 

7. 各委員会委員の委嘱 

8. 平成26年度決算案 

9. 平成27年度予算案 

10. 平成25年度決算 

11. 平成26年度予算 

12. 第42回大会総会議事次第 

13. 和文誌編集委員会からの報告と提案 

14. 欧文誌編集委員会資料 

15. 広報委員会報告 

16. 大会担当委員会報告 

17. ISAGA/JASAG2015に対する後援名義使用に

ついて 

18. 運営委員会委員候補リスト 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数27名（理事出席17名，

委任12名）を確認し，理事会が成立していること

が確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1～3にもとづき，2014年度第6回理事会，

2015年度理事当選人会合，第1回理事会の各議事

録が承認された． 

2. 第43回大会 

中山理事（大会実行副委員長）より，資料4～6

にもとづき，現在の準備状況が報告された．また，

中尾大会実行委員長より，ラウンドテーブルディ

スカッションについて説明があった． 

第2次学会活性化検討委員会で提言された，「発

表賞」について現在どのような状況であるかとい

う質問があり，大会実行委員会から，今回は実現

していないと回答があった．今後の検討課題とし
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て，学会賞選考委員会を中心として検討すること

とした． 

ラウンドテーブルディスカッションの様子を，

動画または写真等に記録することが提案され，広

報委員会および大会担当委員会で協議することと

なった． 

3. 各委員会委員の委嘱 

繁桝理事長より，大会担当理事の廃止（大会担

当委員長が兼任）が提案され，承認された．名誉

会員担当理事の廃止（学会賞選考委員長が兼任す

る）という前回の理事会の決定を確認した． 

星野和文誌編集委員長より，資料13にもとづき，

和文誌編集委員会の人選が提案され，承認された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづき，

欧文誌編集委員会の人選が提案され，承認された．

ただし，副委員長は次回の理事会で提案されるこ

ととなった． 

中山広報委員長より，資料15にもとづき，広報

委員会の人選が提案され，承認された． 

林組織検討委員長より，資料7にもとづき，組

織検討委員会の人選が提案され，承認された． 

松本大会担当委員長より，資料16にもとづき，

大会担当委員会の人選が提案され，承認された． 

朴理事より，資料7にもとづき，資料アーカイ

ブス委員会の人選が提案され，承認された． 

岩崎柳井レクチャー委員長より，資料7にもと

づき，柳井レクチャー委員会の人選が提案され，

承認された． 

菊地事務局長より，資料7にもとづき，事務局

の人選が提案され，承認された． 

大森運営委員長より，資料18にもとづき，運営

委員会の人選が提案され，承認された．ただし，

副委員長は次回の理事会で提案されることとなっ

た． 

4. 第44回大会 

松本大会担当委員長より，資料16にもとづき，

第44回大会を，札幌学院大学にて，8月28日頃

から9月6日頃までの間の4日間で，中村永友会

員を実行委員長として行うことが提案され，承認

された． 

5. 平成26年度決算案・平成27年度予算案 

菊地事務局長より，資料8，10にもとづき，平

成26年度決算案について説明があった．村上監事

より，監査が問題なく終了したことが報告され，

決算案が承認された．また，菊地事務局長より，

資料9, 11にもとづき，平成27年度予算案につい

て説明があり，承認された． 

6. 学会賞 

・学会賞担当理事の選任について 

菊地事務局長より，学会賞担当理事に橋本理事

が推薦され，承認された． 

・学会賞選考 

村上学会賞選考委員長より，学会賞選考委員就

任を依頼した会員から就任の内諾を得ているこ

とが報告された． 

7. 総会関係 

菊地事務局長より，資料12にもとづき，総会の

議事次第，運営について報告があり，細目は次回

理事会までに事務局を中心として決めることとな

った． 

8. 各委員会報告 

・編集委員会 

岡太編集委員長より，欧文誌のインパクトファ

クター取得の検討を進めることが提案され，承

認された．また，和文誌編集委員会と欧文誌編

集委員会の連絡を緊密にすることが提案された． 

星野和文誌編集委員長より，資料13にもとづき，

現在の和文誌発行状況および論文投稿・審査状

況が報告された．また，投稿規定第2条および

第4条の改正が提案され，第4条の改正が承認

された．第2条は，「但し編集委員会が投稿を

依頼した論文については，この限りではない．」

と修正することが提案され，修正は編集委員会

に一任された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料14にもとづき，

現在の欧文誌の論文投稿・審査状況と特集につ

いて報告された．また，欧文誌をSpringer社か

ら刊行する可能性について検討することが提案

され，承認された． 

・運営委員会 

大森委員長より，今後の計画について報告され

た． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料15にもとづき，今後の会

報について報告された． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，資料16にもとづき，大会抄録

集は，NII-ELS の事業終了後 J-STAGE に掲載す

ることとし，その作業を国際文献社に依頼する

ことが報告され，承認された． 

・統計関連学会連合 
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岡太担当理事より，4月25日の理事会で，岩崎

理事が統計関連学会連合の理事長に選出された

ことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会・種別変更の申請報告

があり承認され，退会の報告があった．資料17

にもとづき，他学会のシンポジウムへの協賛が

提案され，承認された．また，ゆうちょ銀行で

インターネットバンキングを利用することが提

案され，承認された． 

9. その他 

・繁桝理事長より，理事会の委任方法，およびメ

ール審議の方法について，今後審議することが

提案された． 

・次回理事会は平成27年7月30日(木) 18:00よ

り，大学入試センターにて開催予定． 

以上 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2015年

6月8

日 

第 58 回自動制御連合講

演会 

2015 年 11

月 14 日-15

日 

2015年

6月12

日 

46th ISAGA conference / 

Japan Association of 

Simulation & Gaming 

2015年7月

17日-21日 

2015年

7月9

日 

日本テスト学会第 13 回

大会研究委員会企画公

開シンポジウム 

2015年9月

11日 

2015年

7月30

日 

日本音響学会第145回技

術講習会「R を用いた統

計の基礎講座」 

2015 年 11

月 30 日-12

月1日 

2015年

8月4

日 

第 18 回情報論的学習理

論ワークショップ 

2015 年 11

月25-28日 

2015年

8月10

日 

情報処理学会シンポジ

ウム「じんもんこん

2015」 

2015 年 12

月19-20日 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆第17回日本感性工学会大会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2014 年9 月1 日（火）～3日（木） 

開催場所：文化学園大学 新都心キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/jske17/ 

 

☆第31 回ファジィシステムシンポジウム 

（FSS2015）（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2015 年9 月2 日（水）～4 日（金） 

開催場所：電気通信大学 

http://fss2015.j-soft.org/ 

 

☆第24 回日本家族社会学会大会 

開催日：2015年9月5日（土）～6日（日） 

開催場所：追手門学院大学 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2015/ 

 

☆第36回社会言語科学会研究大会 

開催日：2015年9月5日（土）～6日（日） 

開催場所：京都教育大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆2015 年度統計関連学会連合大会 

開催日：2015年9月6日(日) ～9日(水) 

開催場所：岡山大学 津島キャンパス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2015/ 

 

☆第88回日本社会学会大会 

開催日：2015年9月19日（土）～20日（日） 

開催場所：早稲田大学戸山キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2015/09/19000000.p

hp 

 

☆日本心理学会第79回大会 

開催日：2015年9月22日（火）～24日（木） 

開催場所：名古屋国際会議場 

http://jpa2015.com/ 

 

http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://www.iscie.or.jp/rengo2015/
http://jasag.org/isaga2015/
http://jasag.org/isaga2015/
http://jasag.org/isaga2015/
http://www.jartest.jp/symposium13.html
http://www.jartest.jp/symposium13.html
http://www.jartest.jp/symposium13.html
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☆計量国語学会第59回大会 

開催日：2015年9月26日(土) 

開催場所：神戸大学 

http://www.math-ling.org 

 

☆第29回日本音声学会全国大会 

開催日：2015年10月3日（土）～4日（日） 

開催場所：神戸大学鶴甲第１キャンパス 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/29th

_2015 

 

☆日本語学会2014 年度秋季大会 

開催日：2015年10月10日（土）～11日（日）  

開催場所：沖縄国際大学 

http://www.nkg.or.jp/menu-taikai.htm 

 

☆2015年度日本政治学会大会 

開催日：2015年10月10日（土）～11日（日） 

開催場所：千葉大学西千葉キャンパス

http://www.jpsa-web.org/event/2015.html 

 

☆日本方言研究会第101回研究発表会 

開催日：2015年10 月30日（金） 

開催場所：山口大学 

http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A

6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C

2%E8101%B2%F3%CA%E7%BD%B8 

 

☆日本社会心理学会第56回大会 

開催日：2015年10月31日（土）～11月1日（日） 

開催場所：東京女子大学 

http://www.socialpsychology.jp/conf2015/index.h

tm 

 

☆第58回 自動制御連合講演会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2015年11月14日(土)～15日(日) 

開催場所：神戸大学六甲台キャンパス 

http://www.iscie.or.jp/rengo2015/ 

 

 

☆計測自動制御学会 システム・情報部門学術講

演会2015（SSI2015） 

開催日：2015年11月18日(水)～20日(金) 

開催場所：函館アリーナ 

http://www.sice.or.jp/org/SSI2015/ 

 

☆第18回情報論的学習理論ワークショップ  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2015年11月25日(水)～28日(土) 

開催場所：つくば国際会議場（エポカルつくば） 

http://ibisml.org/ibis2015/ 

 

☆2015 ANPOR Annual Conference 

開催日：2015 年11 月26日（木）～28 日（土） 

開催場所：Bangkok, Thailand 

http://anporbangkok.org/ 

 

☆日本計算機統計学会第28 回シンポジウム 

開催日：2015年11月27日（金）～28日（土） 

開催場所：釧路市生涯学習センター 

http://jscs.jp/sympo/29/ 

 

☆日本言語学会第151回大会 

開催日：2015年11月28日（土）～29日（日） 

開催場所：名古屋大学 

http://www.ls-japan.org/modules/documents/ind

ex.php?cat_id=30 

ndex.php?cat_id=30 

 

☆The 8th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2014) 

開催日：2015年12 月12日（土）～14日（月） 

開催場所：Senate House, University of London, 

UK, 

http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2015/ 

 

☆第26回日本疫学会学術総会 

開催日：2016年1 月21日（木）～23 日（土） 

開催場所：米子コンベンションセンターBig Ship  

http://www.csj-sanin.net/jea26th/ 

 

http://www.jpsa-web.org/event/2015.html
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8101%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8101%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8101%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://www.jams-sociology.org/?p=1405
http://www.jams-sociology.org/?p=1405
http://www.sice.or.jp/org/SSI2015/
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☆AAPOR 71th Annual Conference 

開催日：2016 年5月12日(木）～15日（日） 

開催場所： Hilton Austin, Austin, Texas 

http://www.aapor.org/AAPORKentico/Conferen

ce/Upcoming-Conferences.aspx 

 

☆第31 回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

(ICP2016) 

開催日：2016 年7 月24 日（日）～29 日（金） 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017) 

開催日：2017 年6 月25 日～27 日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

 

公募・求人情報 

 

☆テレコム社会科学賞，テレコム社会科学学生賞

論文募集 

１．テーマ 

情報通信について社会科学的観点からの研究（情

報通信と法律・経済・社会・文化等との関係につ

いて論じたもの） 

（テーマ例）  

・情報通信の進展に伴う経済構造の変化 

・ビッグデータと個人情報保護 

・人口減少社会と情報通信の役割 

・サービスのクラウド化と企業活動 

・電子政府・電子自治体の進展と地域経済・市民

活動 

２．応募資格 

論文／著書を執筆した個人またはグループ（テレ

コム社会科学学生賞は，学部もしくは修士課程に

在学中の者等） 

３．応募締切 

平成27年9月30日 

４．表彰 

(1) テレコム社会科学賞 

入賞 5 論文以内を選定し，1 論文につき賞金 50

万を贈呈します．なお，若干の奨励賞（賞金 30

万円）を選定することがあります． 

(2) テレコム社会科学学生賞 

入賞10論文以内を選定し，１論文につき賞金20

万円を贈呈します．また，佳作5論文以内を選定

し，1論文につき賞金10万円を贈呈します． 

５．問い合わせ先 

電気通信普及財団賞事務局 

電話：03－3663－8024 

詳細につきましては、下記の当財団ホームページ

をご覧ください． 

また，応募用紙もダウンロード可能です． 

http://www.taf.or.jp/award/  

 

☆平成28年度笹川科学研究助成の募集 

〇申請受付期間 

学術研究部門 平成２７年１０月１日～１０月１

５日 

実践研究部門 平成２７年１１月１日～１１月１

６日 

〇主な募集対象者 

学術研究部門 

・大学院生（修士課程・博士課程） 

・３５歳未満の若手研究者 

実践研究部門 

・博物館、学校、ＮＰＯなどに所属している者 

〇詳細は、本会ウェブサイトにてご確認願います． 

http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/ 

 

会員の著書等 

寺島拓幸・廣瀬毅士（著） 『SPSSによるデー

タ分析』，東京図書，2015年7月 

 

 

http://www.taf.or.jp/award/
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

Email: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

 

 
 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数 (2015年7月30日現在) 

正会員       ： 768名 （海外7含む） 

準会員       ： 55名  

名誉会員      ： 14名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 26名  

計         ： 866名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

7件 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変 

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞では，出版賞は，過去3 年

程度の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

場であると思いますので，優れた書籍の推薦や情

報などをお寄せ下さいますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに(出版

社から入手した)書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号147号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

訂正 

前号の会報の理事長挨拶におきまして，歴代の

理事長を挙げる際に，水野欣司先生の名前が抜け

ておりました．正しくは，「林知己夫先生を初代と

して，肥田野直先生，水野欣司先生，柳井晴夫先

生，杉山明子先生，飽戸弘先生，岡太彬訓先生が

着任され，私で八代目です」です．不注意による

このような重大な間違いをしたことを深く反省し

ております．謹んで訂正いたします．（繁桝算男） 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

前号までは旧広報委員会の皆様のご厚意に甘え

て編集作業をお任せしておりましたが，今号から

中山委員長のもと，新体制での編集作業となりま

した．旧広報委員会では，会報の内容の充実を図

るために，会長や各理事・監事の先生がたの紹介

顔写真の掲載，会員の著書等の紹介において「書

影」を掲載する，海外レポートの掲載といった様々

な試みが行われました．今期も委員会で話し合い

ながら，新たな試みにチャレンジしていこうと考

えております．どうぞよろしくお願い申し上げま

す． 

ご意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思

われる情報などございましたら広報依頼の受付の

ページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史， 

宇佐美 慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

 

相談役：松本渉 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

